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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ウイルスや細菌感染に対する自然免疫応答の主要な調節因子として機能する5回膜貫通型タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、細胞質核酸を検出し、I型インターフェロン応答を活性化するシグナルを伝達するパターン認識受容体です。また、コードされているタンパク質は、II型主要組織適合遺伝子複合体と結合することでアポトーシスシグナル伝達に役割を果たすことも示されています。この遺伝子の変異は、乳児発症型STING関連血管症の原因です。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年9月]、機能：自然免疫シグナル伝達の促進因子として機能します。NF-κBとIRF3の両方の転写経路を活性化してI型インターフェロン（IFN-αおよびIFN-β）の発現を誘導し、発現後に強力な抗ウイルス状態を発揮します。トランスロコンの機能に関与している可能性があり、I型インターフェロンの誘導に影響を与える可能性がある。主要組織適合性複合体クラスII（MHC-II）との会合を介してアポトーシスシグナルの伝達に関与している可能性がある。細胞外シグナル調節キナーゼ（ERK）経路の活性化を介して細胞死シグナル伝達を媒介する。,PTM：MHC-IIの凝集時にチロシン残基がリン酸化される。,サブユニット：MHC-II複合体と（類似性により）会合する。DDX58/RIG-I、MAVS/VISA、およびSSR2と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。,
	研究分野
	RIG-I 様受容体;細胞質 DNA 感知経路;
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	TMEM173ポリクローナル抗体を用いたHeLa、K562、4T1細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

